
















































































おいて内在化される対象は「下位世界」である。この概念の対概念は、(基本的世界) (Berger and 
Luckmann 1966=2003: 210) である。第一次的社会化において、個人が「一般的に有意性をも


































































第2 章では、 A ・シュッツの「よそ者」論文を取り上げ、集団聞を移行したよそ者が文化的パターンを
変容させる過程の検討をおこなっている。その結果、既成概念が無効となって「日常的思考」の限界が顕
わになり、よそ者が「相対的に自然な世界観」を全面的に再審するようになる、という論理を明らかにし
た。これは、異文化経験が新しい文化との距離だけではなく、もとの文化とも距離をとらざるを得なくな
るという論理を明示したものとして評価できる。
第 3 章では、バーガーとルックマンの『現実の社会的構成』を取り上げ、意味の下位世界の論理を検討
している。信憲性構造を基盤とする主観的現実の維持と変化を、第二次的社会化におけるそれとしてとら
える、という論理を取り出した。そして、下位世界を構成する諸概念を実際の異文化経験の分析概念とし
て用いる提案をしている。これは現象学的社会学を基礎として実証研究への橋渡しを試みた成果として評
価できる。
第4章では、日本に留学した中国人学生の体験記を対象としたドキュメント分析の結果を示している。
これは、現象学的社会学の応用の典型として、高く=嗣面できる。
第 5章では、中国人留学生を対象者とした半構造化インタビュー調査の結果を示している。轍密な面接
によって留学という異文化経験を明らかにした調査報告として、高く評価できる。
第6 章は結論である。
以上要するに本論文は、異文化経験に関し、現象学的社会学から得られた知見に基づき、 ドキュメント
分析とインタビ、ュー調査という実証研究をおこなって、異文化経験による主観的現実の変容を明らかにし
たもので、異文化コミュニケーションならびに情報科学の発展に寄与するところが少なくない。
よって、本論文は、博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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